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新 しく開 発 され た 経 口用 ピ リ ドンカ ル ボ ン酸 系抗 菌 剤sparfloxacin(SPFX)に つ いて 基 礎 的,

臨床 的 検 討 を 行 い以 下 の 結 果 を得 た。

基 礎 的 検 討 で は,当 教 室 保 存 の 臨 床 分 離 株5菌 種 に 対 す る 本剤 のMICを 測 定 し.ciprofloxacin

(CPFX),ofloxacin(OFLX),norfloxacin(NFLX),10mefloxacin(LFLX),tosufloxacin

(TFLX)と 比較検討 した(接 種 菌 量106/ml)。 その 結 果,SPFXのMICはEscherichia coli(20

株)に 対 して は0.0063～0.1μg/mlに 分 布 し,MIC50.MIC90は それぞ れ0.025,0.05μg/mlで あ

り,CPFX,TFLXと 同様 に優れ た抗 菌活性 を示 した。 ま た,Klebsiella pneumoniae(25株)に

つ いて は0.0125～1.56μg/mlに 分 布 し,Escherichia coliと 同 様 にCPFX,TFLXと ほ ぼ 同 等

の抗 菌 活 性 を 示 した 。Enterobader cloacae(23株)に 対 して は0.025～12.5μg/mlに 分 布 し,

MIC50,MIC90は そ れ ぞ れ0.05,0.2μg/mlで あ り他 剤 よ り優 れ て い た。Pseudomonas

aeruginosa(25株)に 対 して は0.4～3.13μg/mlに 分布 し,CPFX,TFLXに 次 ぐ抗 菌 活 性 を

示 し,OFLX,LFLXよ り優 れて い た。 ま た,Bacteroides fragilis(27株)に 対 して はTFLX

に次 ぐ抗 菌活 性 を 示 し,そ の 他 の 薬 剤 よ り優 れ て い た。

臨 床 的 検 討 で は,皮 膚 軟 部 組 織 感 染 を 主 体 とす る外 科 領 域 感 染症12例(癒2例,化 膿 性 粉 瘤3

例,療 疽2例,乳 腺 炎2例.皮 下 膿 瘍2例,創 感 染1例)に1日200～300mg(2～3回 分 割)を

投 与 した｡そ の結 果,12例 中 著 効,有 効 と もに5例,や や 有効2例 で83.3%の 有 効 率(有 効 以 上

の割 合)で あ った 。 副作 用 は全 く認 め られ なか った。

以 上 に よ り,本 剤 は外 科 領 域 感 染症 に対 して 安 全 か つ有 用 な抗 菌 剤 で あ る と考 え られ た。
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Sparfloxacin(SPFX)は,大 日本製薬 ㈱ で開発 さ

れた新 しい経口用 ピリドンカルボ ン酸系抗菌剤で ある。

本剤はグラム陽性菌,グ ラム陰性菌,嫌 気性 菌などに対

し広範囲の抗菌スペ ク トルを有 し,従 来の ピリ ドンカル

ボ ン酸 系抗 菌 剤 よ り強 い 抗 菌 力 を 示 す と され て い

る1,2)。また,消 化管か らの吸収は良好であり,消 失半

減期は約16時 間 と 長 く3),組 織 移 行 性 も良 好 で あ

るの。我 々は,当 科臨床分離保存株に対する抗菌性を他

のピリドンカルボ ン酸系抗 菌剤 と比較検討 す るとと も

に,外 科領域感染症に対 して本剤を投与 し,以 下の結 果

を得たので報告す る。

1.抗 菌 力

1.測 定方法

当科保存の臨床 分離株5菌 種 を用 い,sparfloxacin

の 最 小 発 育 阻 止 濃 度(MIC)を 日 本 化 学 療 法 学 会 標 準

法5}に 従 って 測定 した。 比較 対 照 薬剤 は,ciprofloxacin

(CPFX),ofloxacin(OFLX).norfloxacin(NFLX),

lomefloxacin(LFLX),tosufloxacin(TFLX)で あ

る。 なお,接 種菌量 は106cells/mlと した。

2.成 績

本 剤 の 抗 菌活 性 の 成 績 をTable1に 示 す。

1)ESCherlchia coli

E.coli20株 に 対 す る 本 剤 のMICは0.0063～0.1

μg/mlに 分 布 し,MIC50お よ びMIC90は そ れ ぞ れ

0.025μg/ml,0.05μg/mlで あ り,CPFX,TFLXと

ほぼ 同 等 の 優れ た抗 菌 活 性 を 示 した。

2)Klebsiella pneumoniae

K.pneumoniae25株 に つい ては0.0125～1.56μg/ml

に 分布 し,MIC50,MIC90は そ れ ぞ れ0.05μg/ml,0.2
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Table 1, Antibacterial activities of sparfloxacin and reference compounds

μg/mlで あ り,CPFX,TFLXと ほ ぼ 同 等 の 抗 菌 活

性 を示 した。

3)Enterobacter cloacae

E.cloacae 23株 に対 す る本剤 のMICは0、025～12.5

μg/mlに 分 布 し,MIC5。 お よ びMICg。 は そ れ ぞ れ

0.05μg/ml. 0.2μg/mlで あ った 。CPFX,TFLXの

MIC50は 共 に0.05μg/ml,MIC90は 各 々0.8μg/ml

で あ り,本 剤 の方 が 優れ て い た。

4)Pseudomoms aeruginosa

P.aeruginosa25株 に 対 す る 本 剤 のMICは0.4～

3.13μg/mlに 分 布 し,MIC50お よ びMIC90は そ れぞ

れ0.8μg/ml.1.56μg/mlで あ っ た。これ は,CPFX

(MIC50:0.2μg/ml,MIC90:0.4μg/ml),TFLX

(MIC50:0.4μg/ml,MIC90:0.8μg/ml)に 次 ぐ成

績 で あ り,OFLX,LFLXよ り優 れ,NFLXと 同等で

あ った。

5)Bacteroides fragilis

B.fragilis27株 に 対 し て は0.4～3.13μg/ml

に 分 布 し,MIC50,MIC90は 共 に1.56μg/mlで

あ っ た 。 こ れ はTFLX(MIC50:0.4μg/ml,
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Table 2. Clinical efficacy of sparfloxacin

NT: not tested GPC: Gram-positive cocci GPR: Gram-positive rods

MIC90:0.8μg/ml)に 次 ぐ成 績 で あ り,そ の 他 の 薬

剤 よ り4～32倍 優 れ て い た。

II.臨 床 的 検 討

1.対 象

平成 元 年3月 か ら11月 まで に 当 科 を 受 診 した感 染 症

患者で 同意 の得 られ た12症 例 を対 象 と した 。

2.方 法

本 剤1回100～150mgを1日2～3回 経 口投 与 し

た。

3.判 定基 準

臨 床効 果 は,自 覚症 状 と して の疼 痛,他 覚 所 見 と して

の発赤,腫 脹,熱 感,排 膿,硬 結 お よ び体 温 の推 移 に よ

り,「 著 効」,「有 効」,「 や や有 効 」,「無 効 」 の4段 階 ま

たは 「判定 不 能」 で判 定 した。

4.成 績

症例 の 内訳 をTable2に 示 す 。 性 別 は 男 性7例,女

性5例,年 齢 は19歳 か ら63歳 で あ り平 均40.3歳 で

あ った。 投 与期 間 は3～7日 で あ った 。疾 患 の 内 訳 は,

癒2例,化 膿 性 粉 瘤3例,療 疽2例,乳 腺 炎2例,皮 下

膿 瘍2例,創 感 染1例 で あ っ た。

用 量 別 で は200mg/日 が4例,300mg/日 が8例 で あ

り,1日 投 与 回 数 別 で は2回 が8例 。3回 が4例 で あ っ

た 。

臨 床 効 果 判 定 の成 績 をTable3に 示 す。 著 効5例,

有 効5例,や や 有 効2例 で あ り,有 効 率 は83.3%(10

例/12例)で あ った 。

さ ら に 臨 床 効 果 を 切 開 の 有 無 別 で 検 討 し た 結 果 を

Table4に 示 す。 切 開 「有 り」 の7例 中 有 効 以 上 は6

例,有 効 率85.7%で あ っ た の に対 し,「 無 し」 で は5例

中4例 が 著 効 で あ り,著 効 例 の 割 合 も高 か っ た。

SPFX投 与 症 例 か ら分 離 され た 起 炎 菌 は9種16株 で

あ り,Staphylococcus coagulase(+)4株,Stphy-

lococcus coagulase(-)2株,a-Streptococcus 1

株,Gram-positive cocci(GPC)1株,Anaerobic

GPC4株,Anaerobic GPR1株,Veillomila sp.1
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Table 3. Clinical efficacy of sparfloxacin

Table 4. Clinical efficacy of sparfloxacin to the cases treated with 

or without incision

株,Micrococcus sp.1株,Corynebacterium sp.1

株 で あ った。 本 剤 投 与 に よ る これ らの 菌の 消 長 を検 討 し

た結 果,Staphylococcus coagulase(+)は 消 失2株,

不 変1株,不 明1株 で あ り,Staphylococcus coaglase

(-),a-Streptococcus,Anaerobic GPR,Veillonella

sp.は 全 て 消 失 で あ っ た。 ま た,Anaerobic GPCは 消

失2株,不 明2株 で あ り,Micrococcus sp.,Cbryne-

bacterium sp.,GPCは 両 株 と も不 明 で あ った 。 従 っ

て 消 長 が 不 明 の6株 を除 い た消 失 率 は90.0%(9株/10

株)で あ っ た。

5.副 作 用 お よ び 臨床 検 査

副 作用 と考 え られ る臨 床 症 状 は認 め られ な か った。 臨

床 検 査 につ いて は 投 与後 に全 例 共 実 施 し得 な か った。

III.考 察

今 回,著 者 ら は 当 科 保 存 の 臨 床 分 離 株 を 使 用 し,

CPFX,OFLX,NFLX,LFLX,TFLXを 対 照 薬 と

して本 剤 の 抗 菌 活性 の検 討 を 行 った。

そ の 結 果,E.coli,K.pneumoniaeに 対 して は

CPFX,TFLXと ほ ぼ 同等 に優 れ,E.cloacaeに 対 し

て は 最 も優 れ る 成 績 で あ った 。P.aeruginosaに 対 し

て はCPFX,TFLXよ り少 し弱 く,そ の 他 の 対 照 薬 と

比 べて 同等以 上 であ った。B.fragilisに 対 して はTFLX

の次に優れていた。 また,本 剤 とTFLXを 除 く対照薬

のMICは3.13～>50.0μg/mlに 分布 しており,こ の

菌の薬剤抵 抗性が窺 えた。 これ らの結果は中村1)や 小

島2)の 報告 とも一致 してお り,本 剤の優れた抗菌力が確

認できた。

また,臨 床試 験では皮膚 軟部組織感 染を主体とする

12例 に投 与 し,有 効以 上の割 合(有 効率)が83.3%

と経 口合 成抗 菌剤 と して は満 足す べ き成績 が得 られ

た。

著者 らは今回1日2～3分 割投与で検討 したが,そ の

強 い抗菌 力 や皮 膚組 織 への 移行 性 の良 さ6)や 本剤の

T1/2が 約16時 間3)で あ ることを考え ると,1日1回 投

与で も十分な効果が期待で きると考え られる。

以上の よ うに,本 剤 は広範囲の抗 菌 スペ ク トルを有

し,臨 床的に も満足すべき結果が得 られ,安 全性 も問題

ない ことか ら経 口抗 菌剤 と して高 い有用性が期待でき

る。
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BASIC AND CLINICAL STUDIES OF SPARFLOXACIN SPFX IN 

THE FIELD OF SURGICAL INFECTIONS 
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Koumei Kato, Masataka Izumi, Yoshiaki Chishima, Hidekazu Tanaka, 

Yoshiyuki Ri, Masahisa Akutsu, Naoyuki Arai and Takashi Tanaka 
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We examined the basic and clinical studies of sparfloxacin, a new oral pyridonecarboxylic acid 

derivative, in the field of surgical infections and obtained the following results. 

We compared the antibacterial activities of sparfloxacin against 5 species clinically isolated 

with those of other oral antimicrobial agents such as ciprofloxacin , ofloxacin , norfloxacin , 

lomefloxacin and tosufloxacin. 

The range of MICs of sparfloxacin for Escherichia coli was from 0.0063 to 0.1ƒÊg/ml, and the 

MIC, and MIC9O were 0.025ƒÊg/ml and 0.05ƒÊg/ml, respectively. The range for Klebsiella 

pneumoniae was from 0.0125 to 1.56 1.2ƒÊg/ml. The antibacterial activities of sparfloxacin for 

Escherichia coli and Klebsiella pneumoniae were similar to those of ciprdloxacin and tosufloxacin 

and were superior to norfloxacin , ofloxacin and lomefloxacin. Sparfloxacin showed the best anti-

bacterial activity for Enterobacter cloacae among the tested agents. The range for Pseudomonas 

aeruginosa was from 0.4 to 313ƒÊg/ml and the antimicrobial activitiy was second to ciprofloxacin 

and tosufloxacin. Next to tosufloxacin, sparfloxacin showed better antibacterial activity for 

Bacteroides fragilis. 

Sparfloxacin was administered to 10 patients with skin and soft tissue infections and 2 patients 

with mastitis. The clinical efficacy was excellent and good in 10 cases and fair in 2, and the 

efficacy rate was 83.3%. No adverse reactions were shown.


